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【武田】

青森県の実情 として一次産業が多い と

いうことがわか り、製造業の中でも、原

材料関係 とサービス関係が全国平均に比

べると多 くて、今、付加価値が少ないと

言われている組立型が比較的少ないので、

青森県の製造業 としては、これから有利

ではないかと思いました。

これから、先ほどのプレゼンを受けて、

グローバル化 と地域企業の進むべき道に

ついて考えたいと思います。こういうテー

マをなぜ考えたかというと、一般的にも

FPDの業界でも、国内への投資がほとん

ど無 くなっている中で、新たに投資をす

るとしたら海外に工場を造るというよう

な状況が生まれてきています。我々のメ

インテーマは地域 をどうするかというこ

とで、そういう中でどのように地域振興

とグローバル化を考えたらいいのだろう

かということを、テーマとして考えた次

第です。

これか らグローバル化する中で地域は

どんな風に考えて取 り組んでいかなけれ

ばならないかを、はじめに小野社長の方

からお願いできますで しょうか。

【小野】

私たちは、グローバル化と言うことで

言えば、真つ先にグローバル化にさらさ

れた会社だという風に思つています。本社

がグローバルに展開していますので、そ

れに従つています。

私どもの年度はちよつと半年ずれている

ので、普通の暦年とは違うのですけれど

も、大体国内の生産比率というのは、出

荷量で言うと60か ら657ο あつたのです。

それが、リーマンショックがあって、58σ/ο

になって、その年、リーマンシヨックの影

響がやや落ち着いて 1年後に見たら全体

の内国内の出荷量は 40σ/ο になってしまっ

た。国内が徐々に良くなるなかでも、やつ

ばり相当影響があるだろうなと思いつつ、
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40%か ら 457ο になるのではないかという

風に予想 して今年度の結果をみたら、国

内の出荷額は 19σ/。 で した。そういうこと

で、非常にショッキングな状況になってい

ると言うことです。私たちの装置は工場

の中で動 く機械 を作つていますので、い

わば社会インフラと同じなんです。それ

が国内では投資されていないということ

です。           i
そういうことで、実は先ほど岡部所長

の方か らも指摘 していましたようにこの

地域は非常に良い地域だと言うことで、実

は八戸港があることによって、そういう

状況はうまく動いている所です。青森放

送さんに、八戸港の 80周年でのオープン

の時に当社が取材を受けました。そうい

う意味では海外展開はグローバルに展開

できていると言うことです。

これはもう古い資料なのですけれども、

地図上で一地域百億 ドル以上の地域をプ

ロツトしてみたのです。すると中国の内

陸部にも百億 ドル以上の地域があるので

すけれども、もう 10年前の資料ですけれ

ども、日本は磐城、常陸以北に百億 ドル以

上の地域がないのです。八戸もそうです。

そういう意味では、八戸は拠点で、働 く

フィール ドはアジア全体、世界だと言う

ことを2000年からずっと言つて、そうい

う形で活動 しています。その結果、どうい

う事が起 きているかを、アルバック東耳ヒ

の人が海外のどこで どれ くらい働いてい

るかでまとめました。延べ人数で言うと、

2008年は 571人、 2009年は 339ノ＼ですけ

れ ども、これは、一人 と言つても 10ヶ 月

も滞在 している人もいますので、 日数に

したら相当なことなんです。台湾が最も

多 く、2009年度になると中国が多 くなっ

ています。比率的に2008年度も中国が多

いですけれども、ベルギーやチェヨやイ

ンドや ドイツヘも行 くと言うことで、世

界中で働いています。そういう意味では、

私は2000年から八戸は拠点、働くフィー

ル ドは世界ということで、ずっと言い続け

てもう10年経つて、この戦略が今、リー

マンショック以降このキャッチコピーでは

うまくいかなくなっている時代に来てい

るという風に思つています。

こういう形で発展はしていますけれど

も、それではうまくいかなくて、もうど

んどんどんどん逃げているという状況の

中で、次のキャッチコピーが必要なとき

に来ているという状況です。そういう意

味では、ものづくりというのは経験の科

学なので、経験 してしまえば出来てしま

うのです。中国であろうが何であろうが。

そういう意味では差別化が非常に難しい

という風に思つています。ものづくりに

携わる者としては、教科善で言うように

ブラックボックス化しろと言うことです

が、なかなかブラックボックスというの

も難しいと言うところです。

もう一方は賃金格差という事で言えば、

賃金格差に拠らないような構造のところ

で働きたいと言うことから言えば、設備

産業で設備投資して設備比率の高いとこ

ろでやれば、国内で生き延びられるだろ

うなと言うのも1つの戦略なのですけど、

残念ながら、過去の資本投下額が、東北

は非常に少ないと言うことで、いろんな

設備を使いながら連携して仲間で仕事し

ようにも、 東】ヒでイよなかなかうまくヤヽか

ないと言うことも起きています。

そういう中で、先ほどからアルバック

のマテリアル事業が、アルバック東北と

一緒になって、マテリアル事業が親会社

の事業に変わつていつたのですけれども、
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これはただ単にITが成長のエンジンでは

なくて、材料をやつていると、材料の人は

よく知つていると思うのですが、アナロ

グ的要素があつて、このアナログ的要素

がブラックボックスになれるということ

もあります。材料それと都市鉱山を合め

て、リサイクルとアナログ的なブラック

ボックス化できるものをコンビネーショ

ンして、それで国内でもう やれるも

のを作つていこうというのが、今新しい

動きです。それが本当に私たちの装置産

業に取つて代われるほどの大きさを持つ

かというと、まだまだ不確実なのですけ

れど、そういう意味では新たな動きを今、

親会社と一緒になってしているというと

ころです。

【武田】

ありがとうございました。

同じようにエーアイエスさんの方は、装

置産業と言うことよりも青森に根ざした

企業と言うことで、新たな、またグロー

バル展開をされているのですけれど、ど

んなことを今、それに対して対応されて

いるか、お教えください。

【児山】

エーアイエスもタッチパネル、カラー

フィルタ関係で、やはり市場のエーズと

しては、今特にタッチパネルです と台湾

が強いですので、台湾向けのビジネスと

言うことで、エーアイエスで直販するた

めの営業体制、あるいは台湾の代理店 と

契約 して販売 していただくとか、そうい

う形のビジネス、それに伴 う体制 という

ものを取つて参 りました。

ただ、直近の状況、正直な話をします

と、やは り円高の影響が非常に強 くて、

エーアイエスは正直、そういう台湾、海

外向けのビジネスと言うことで、事業的

なウェイ トは上げていたのです。けれ ど

も、どうしても円高の影響で、そちら側の

ビジネスが多少シユリンクして しまうと

いう状況の中で、やはり中小企業におけ

るグローバル化 というのは、やはりそう

いう外部環境に非常に左右されやすい状

況です。今エーアイエス としては遅まき

ながら国内のタッチパネルメーカーと一

緒に仕事をしようと言うことで、それを

今急激に立ち上げようとしています。実

際我々タッチパネルを台湾 とビジネスで

や りますけど、 じやそのタッチパネルの

売 り先 どこ ?と 聞 くと、東芝 とかソニー

という声が出るのですよ。だつたら何で、

わざわざ我々センサー作つて、それを切つ

て貼るだけに台湾に持つて行 くの ?と い

う話を今 日本のタッチパネルメーカーと

して、そこは、連携 した形で、 トータル

タッチパネルモジユールのコス トを下げ

ると言うことで今、もう一度国内に目を

向けているというのが実態でございます。

あと、やはりそれでもグローバル化の

中で、価値ある製品と言うことに関して

は、付加価値をどうつけるかと言うとこ

ろになるかと思 うのです。製品の立ち上

が りのスピー ドと言うところは、エーア

イエスとしては一番意識 しているところ

で、市場の立ち上が りに対 してどれだけ

早 くキャッチアップできて、その立ち上が

りのところで利益を生み出せるのかとい

うところが一点 と、あと、六ヶ所 という

地域柄もあ りますので、それはちょつと

後ほどのテーマでも説明させていただき

ますけれ ども、六ヶ所村、青森県だか ら

という付加価値の付け方も、各所の協力

を得ながら考えていかなければならない

のではないかな、 という風に考えており
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ます。

【武田】

はい、ありがとうございました。

産業の方から、そういう動きになってい

るということをお聞きしたのですが、一

番県が地域と直に関係するというのは当

たり前なのですが、市場がグローバル化

しているということに関して、県はどん

な風にお考えになっているのか、永井さ

んの方からお聞きしたいのですけれども。

【永井】

県の立場 として、地元企業をいろいろ

みているわけですけれ ども、そういう場

において、県内で比較的元気のある企業、

どういった企業かなあと考えていました

ら、世の中から求められているもので、大

企業が手を出せない、または出さないよ

うな分野に目をつけている会社さんが多

いかなあと。具体的に言えば、マーケッ

トは小さいけれ ども確実に需要があるも

のでありまして、例えば様々な検査装置、

検査装置です と、出て行 く個数 というの

は工場ごと単位ですのでそんなに数は出

ていかない、それか ら医療用の機器なん

て言うのも、病院に入つてい く個数です

のでそんなに数は出ていかない。

それから、試作用部品で、非常に極端

なもの、もうどういう風に使 うかわから

ないような小さいモーターをやっている

会社さんでありますとか、精度が尋常じゃ

なく高い光学部品をやっている会社さん、

こういつた所 というのは、こういう経済

変動があつても、比較的しつかりがんばっ

ていらっしゃるなという印象があります。

それはなぜかというとやは り、地元の企

業がやつてい くという意味で、少量でい

い、 というのは非常に大きなメリッ トに

3.2  パ ル スカッション

な ります し、大企業が手をかけるような

ものになりますと、開発のスピー ドとい

うのは非常に尋常 じやない速度で進んで

い くと。

そういつた中、地元企業が戦つてい く

上で、そのスピー ド感、その大企業 と同

じ舞合に乗 らないというのは非常に重要

なのかなあと考えております し、少ない

が故になんと言つても高付加価値で買つ

てもらえるという風な部分があるのかな

あと考えているところです。そういつた

企業 というのが、いきな リグローバル化

というのは難 しいと思いますので、まず

は国内である程度の需要を見つけ、さら

に知的野産をきちんと押さえた上で、海

外に展開をしてい くと、また、そういう

しつか りした技術 を持つていると、海外

メーカーの方が先に目をつけて声をかけ

てきて、それが逆に国内に戻つて くるよ

うなケースというのもあるなあという風

に見ておりまして、このフラッ トパネル

の用途につきましても、大企業 とは違つ

た用途を目指 して、独 自の色を出してい

く、使い古された言葉でオンリーワンに

なってい くというのが、やはりその地域

の企業でグローバル化で競争をしてい く

上で重要なのかなと言うのが今考えてい

るところでございまして、これに合 うよ

うな支援策 というのを少 し考えていると

ころでございます。

【武田】

ありがとうございました。

オンリーワンと言うことで、結局は、技

術と言うことになるかもしれませんけれ

ども、マーケットなんかはそういうとき

にはどんな風に、中小企業の人たちはと

らえていったらいいかというあたりに問

I Pr(イマr■ m● 11111“ h た i
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題があると思うのですが、その辺はどう

なのでしょう?

【永井】

その辺はもう、本当に、いろいろなセ

ミナーに出られたり、世界の動向を見な

がら、その舞合に乗らずに、自分たちの

強みを分析した上でどういった分野だつ

たら入つていけるだろうという、その結

構小さな事がきつかけ、例えば県の施策

での商談会で海外に行つてみたときにつ

ながった縁で、ひとつ、それが複数につ

ながっていくという、日々の地道な情報収

集のアンテナを張つていることから引つ

かかってくると言うのが多いかな、とい

うような所です。

【武田】

わかりました。

皆さんそれぞれの対応をされていると

いうことなのですが、グローバル化に対

して、それぞれやっぱり自分たちの持つ

ている技術とか、やつぱリマーケットと

かをきちんとつかんで、展開していかな

いと駄目だなと言うことがよくわかりま

した。

次の話題に行きたいのですが、これか

らはそれに対応する、期待される人材像

についての話に移ります。我々の人材養成

コースということで今進めてきているわ

けですけども、先ほども文科省の上田さ

んの方からも指摘があつたように、我々の

ところの最初の目標が企業内での新事業

創出あるいは新たなベンチャーを起業で

きる人材を養成すると言うことを、崇高

な目標と言われていましたけども、結局、

それは地域産業の活性化と雇用創出につ

ながると言うことを目指して、こういう

事を掲げていたわけです。ただ、企業の今

の県内の実情 とかをみると、 どうしたら

いいのだろうかということで、我々が考

えたときに、結局はそういうイノベーシヨ

ンを引き起こす人材なのだと言うことで、

それも 2つ に分けて、大きく見ると今の

既存の事業の要素技術のイノベーション

とか、設計とか生産プロセスを高めていつ

て企業力を強化 してい くと言うこと、あ

るいは、もう一つは本当に新 しい分野 と

かそういうサービスとかを作つていつて

新事業を作ると言うことを目指 してい く

と言うことがあると思います。最終的に

は地域の活性化 とかにつながつていけば

いいのだと言 うことで、結局は大きくイ

ノベーションとしてまとめられるのです。

そういう要素技術的なところの強化 とい

うところと、新技術 というものの二つあ

るのではないかということで、我々は目

標 を設定 しています。先ほど関教授の方

か らも報告があつたように、いわゆる最

初の時は、単なる事業化 というところで

「死の谷」を越えるような人材育成 という

ことで、狭義の人材育成を考えていたの

ですが、実際は県の実情 とかも考えると、

ここの生産力強化 とかプロセス強化みた

いなところをやつてい くということが新

事業につながってい くと言うことで、大

きくこういうところで我々の事業を進め

てい くように持つて行 きました。そうい

う意味で、我々はこういう養成する中で、

一つはこういう新製品というか新事業分

野を作ると言うことと、あと生産技術力

を強化するという中で、ひとつ、アルバッ

クさんとかの受講生の人たちに対 しては、

こうい うブラックボックス化、先ほど難

しいかと言われましたけれ ども、その中

でものづくりのユニークさを求めていく、

そういうことが出来る人材を求めてい く
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ことに、まず一つ目標があるのかなあと

思いました。この辺に関して、自分たち

が立てた目標で、既に企業の中でやつて

いるとか、これからこんな風にしたいと

いうことがあれば、小野社長の方からお

話しいただきたいと思います。

【小野】

今話されたように、「死の谷」を越えて

いくと言うところは、かなり難しいと言

うことで、そういう意味では今、コーディ

ネーターの方は、イノベーシヨンを持つ

た人材を育てていこうと、本当の意味で

ベンチャーを作れるという事ではなくて、

各企業の中でイノベーションの意識を持

ちながら活動出来るというような人材を

育成していくというのは非常に現実的で

良いことだという風に思つています。

これは、青森の人に言うといつも叱ら

れますけれども、前から言つているので

すが、青森は辺境の地ですか?つ て、辺境

というのは実は「フロンティア」と同じ

なのですけれども、「フロンティア」とい

うとなんかかつこよくて、「辺境」という

とダサいという感じなのですけども、そ

ういう意味では、辺境の地で人も来ない、

誰も来ない演歌の世界で生きるのか、フ

ロンティアで辺境だから発展があるのか

という形で、フロンティアスピリッツを

持つてやつていきましょうと、従順に親会

社から言われたことをやつているのでは

ダメなのだよと言うことをずっと行つて

きていました。ただ問題は、青森はもう

フロンティアではなくて今のフロンティ

アは中国だというところが最大の問題で、

これももう十年前から言つていることな

ので、今はちよつと通用しないのかなとい

う風に思つています。

ただ、こういう研修、人材育成で学ん

でいるのも、やつぱリフロンティアスピ

リッツをサポー トすると言うことでは、非

常に有効に機能しているのだという風に

思っています。グローバルという風に言

うのですけれども、グローバルというの

は、言えば出来るものじやないのです。こ

れは、日々の変化について行くかついて

行かないかというところで、変化のない

世界で生きるのであれば、一応それはそ

れなりの生き方があると思うのですけれ

ども、変化について生きていくという風

に決めると、途端に変化多様性があつて、

多様性があればそこに創造があつて、イ

ノベーションがあつて失敗があつてリス

クがあつて、今日イノベーションの熊谷

さんから話もあつたように、そういう世

界なのです。そうすると多様性があれば

価値判断をしなくてはいけないので、議

論しなくてはいけない、議論したらダメ

なものは捨ててしまうということも必要

ですし、ある意味では非常に、地方にい

て、こういう文化を手に入れるというの

はかなり難しいなという風に考えていま

す。私も親会社の人と一緒に議論してい

ると、喧嘩しているのではないかなと言

われるのですけれども、戦いはあるけれ

ども喧嘩じゃないよと言つているのです

けれども、なかなか、万機公論に決すべし

というのを本当に、白河の関を越えたの

かなという風に思うことはしばしばあつ

て、そういう言い方をすると失礼なので

すけれども、そう言う意味ではどつちの世

界に生きるのかという、グローバリゼー

ションは、ただなんか夢みたいなグロー

バリゼーションではなくて、そこにはや

はり、数多くの過酷な価値というのがあつ

て、これを少しでも人材育成の中で伝え
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られれば、たぶんグローバルの中で通用

する人材が、育つていくという風に思つ

ています。それは、ベンチャーまで行か

なくても、いわゆる親会社がグローバル

でベンチャーっぱいのであれば、それを

ちゃんと理解できる人材が私たちとして

はこの活動の中で、この教育の中で出来

るのだという風に思つてサポー トし、活

動もしているという状況です。

【武田】

他にエーアイエスの児山さんとも時々

議論しているのですが、人材育成という

ときに、これからあなたたちは、ものづ

くりから設計とかそういうところまで広

げなくてはならないよということで、私

は議論をしてもう少し、ものづくりから

設計 。開発・企画まで、あるいは営業まで

合めた企業にならないとダメなんじゃな

いでしょうかと言つているのですが、そ

ういうことに対して、これからの人材と

はどういう風にお考えでしょうか。

【児山】

その点はゼ ミのテーマ等も合めて、武

田先生 ともいろいろ議論させていただき

まして、正直私の従来の考え方としては、

エーアイエス とい う事業環境に於いて、

新規事業に関わる開発設計 と言うところ

に手を出すと、当然それに関わる投資 と

か、投資 しても良いですけれ ども成功率

が低いので、非常に事業 として リスクが

大きい ということで、それよりも先ほど

会社説明でも紹介させていただきました

けれ ども、ものづ くり側に近い要素技術

を開発 しておいて、新たに出て くる新製

品にタイム リーに対応 しますよと言うの

を基本 コンセプ トでや ります と言うこと

で、武田先生 とも議論させていただいた

のですけれ ども、エーアイエスとしては

それを成 り立たせるためのインフラがそ

ろっていまして、先ほど申し上げました

大クリーンルームを持つているとか、県

の制度も活用できるとか、他社には出来

ないそういうインフラ側の強みがエーア

イエスにはあるので、要素技術さえ突き

進めておけば、仕事を継続的に取れると

いう考えを持つていたのですけれども、実

際昨年からタッチパネルと始めてみると、

どうしても新規デバイスの基本原理、構

造、回路設計 と言つたところの知識がな

いとお客さんとのや りとりが出来ないと

いう状況に陥つて、昨年の受講者のメン

バーに、ある意味武田先生に説得されて

テーマを設定 して、タッチパネルのそう

いった基礎的な部分や、デバイス設計の

修得 というテーマにさせていただいて取

り組んだのですけれども、結果としてタッ

チパネルを、本年度量産できたのは、ま

さにそういった部分で培つた部分が、量産

化においても非常に寄与できたと言うこ

とで、その点は一年以上経ちますけれど

も、武田先生の言われていた、やはり新

規事業に関わる開発設計の部分にも、 ど

ういつた形かは別にしても関わつていか

ないと、ただ要素技術だけをやつていて

は、新規事業につながらないというとこ

ろを、この一年でも痛感 したというのが

実感でございます。

【武田】

我々もうまくいつてうれしかつたな、と

思つているところがあるのですが、もう

少し見方を変えて、もつと広く人材育成

をするためにもつと必要な部分とは一体

何だろうかと言うことで、熊谷さんの方
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からコメントありましたらお願いしたい

のですが。

【熊谷】

やつぱり企業の成長過程でもつて必要

な人材つて変わつて くると思 うのですよ

ね。要素だけやつている時代 と、それだ

けでは戦えないと、もつと高度化 しなく

ちゃならないと、そのときには、まさに

研究開発 とかマネージメン トとか、知財

とか、そういう人材を、やっぱり中だけで

は限界があるときには採用するとか、例

えばこういう仕組みのプログラム、これ

はやつぱりものすごい刺激になったので

はないかと思うのですよ。こういうプロ

グラムがなかったら、おそらく今おつしゃ

られた小野さんや児山さんの発想 という

のは出てこなかったのではないかと。

そういう意味では、常に新 しいものを

入れていくという、まさにそれがイノベー

ションと言うのですかね、そういう意味

ではやつば り、繰 り返 しますけれ ども企

業の成長過程でもつて、必要な人材は全

く変わつてくると。そういう意味では我々

も、企業の支援の時に、人材はどうやつて

採用するかというのを、非常に重要です

よと言 うのを常に言つていきたい し、こ

れか らもそれは強調 していきたいなとい

う風に思つています。

【武田】

ありがとうございます。

我々のところの人材養成も、関教授か

ら報告があつたように、最初の頃から結

構様変わりしたというか、発展させてき

たというところがあつて、かなりいわゆ

る技術経営的なところとかそういうとこ

ろを入れていって、アンケー トで言つた

ら、そういうものが、県内の企業では必

要とされているというか好評で、その辺

のところも今後継続して行 くに当たつて

は必要なのかなと言う風に思つていると

ころであります。

【熊谷】

ですから、一番はじめの 5年前の採択

の時とね、3年前の中間評価と今とは全然

違うと思うのですよね。それは違つても

良いと思うし、その進化が非常に重要な

んじゃないかなと、私は思うのですけれ

ども。

【武田】

ありがとうございます。

もう時間があまりなくなっているです

が、急いで、次の三つ目のテーマに行き

たいと思います。地域の産学連携の在 り

方ということで、これは、プレゼンして

いると余り時間なくなるのですけれども、

まず、理想的ないわゆる産学連携と言う

と、大学でシーズがあって、それを持つて

それを事業化するというところで産業で

一緒になって、世の中に供給していくパ

ターンで事業が起きますよ、ということ

なのですが、地域の枠組みの中ではシー

ズとニーズがなかなか合わないと、だか

ら、我々もそのそういう中で、ベンチャー

みたいなものを作る、あるいは社内で起

業が出来る人材を作ろうと、考えていつ

たところ、先ほど言つたように、エーアイ

エスさんでタッチパネルみたいな新領域

を作るということで、適用したスキーム

がこの産学連携パターンで、まずは、ニー

ズを企業側が持つていて、それを大学側

に持つてきて、大学はそれに直接合致す

るシーズというのは持つていないのだけ

れども、知恵とか、その周辺の知識は持つ

ているわけだから、そういうものを集め
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て、一緒にシーズを作つていく。それが両

方 とも地域にあるというパターンが、地

域企業のニーズ主導型 と書いていますけ

れ ども、これが、新 しいパターンの産学

連携のや り方じやないかなと言うことで、

人材の育成を含めて、こんな事でシーズ

を作つてい くと言うことが、青森県の今

の実情に対 してかな り有効なや り方 じゃ

ないかなと言うことで提案させてもらっ

ているのですが、この辺のことに関して、

児山さんの方から、 どうで しょうか。

【児山】

是非、こういつた形で継続させていた

だけるとあ りがたいのですけれ ども、実

際私のところか らも被養成者を多分一番

送 り出していまして、私は前にアンデス

さんにも所属 していましたので、 トータ

ル教名、半分近いメンバーが私の部下だつ

たのですけれ ども、逆にその上司の立場

として、非常にフォローが行 き届かない

と言うところがあ りまして、そこは企業

側 として大いに反省すべきです し、あと

今後のこういう形の有効性 という意味だ

と、いわゆる、一エンジエアを育成 と言

うよりは、まずそのもう一つ上の技術の

マネージャークラスのところのコミュニ

ケーションも含めたや りとりという場を、

何 らかの形で継続させていただければ非

常にありがたいという風に思つています。

それはその例えばある個人を特定 して、

一年間という単位ではなくて、随時大学、

産学官が集 まった形で、ある意味フリー、

あるいはテーマを決めて、ディスカッショ

ンをしていって、お互いのニーズやシー

ズというところの認識 をして協力できる

部分をしてい くという、何かそういつた

枠組み というのを作つていかなければと

3.2  パ ル スカッション

いう風には思つております。

【武田】

今、提案させてもらったのはちよつと産

業側からニーズを持つてきて大学にぶつ

けるという話で、それに大学は応えるよ、

という、それが地域だつたら、地域の産学

連携として良いパターンだなあと言う話

なのですが、新間でも出ていましたけれ

ども、例えば青森県の中で弘前のクラー

ロさんには熊谷さんのところが出資して

いるという風にお聞きしていますけれど

も、そういう例もあると思うので、いわ

ゆる大学発ではないにしても、そちらか

ら事業化された例などありましたら、熊

谷さんの方からご紹介頂きたいのですが。

【熊谷】

クラーロさんには、だいぶ早い、ベン

チャーファンドが立ち上がつて間もない

直後、2004年から投資して 6年経つので

すけれども、ある意味、大学のシーズと

いいますか、それと社長が持つている技

術をうまく統合した形での、会社設立だっ

たと思うのですけれど、ただやはり、機

が熟さないというか、かなり苦労しなが

ら今日に至っているわけですけども、そ

の間、いろいろな地域、あるいは行政含

めてかなり支援していただいていること

は間違いないなあと。

その中で、このプログラムとも関係す

るのですけれども、実は弘前大学が、平成

20年度に、医用システム開発マイスター

養成塾というので、青森県下では 2番 目

の、このプログラムに採用されたと、こ

れはやっぱり非常に大きいのではないか

と思うのです。その人たちだけじゃない、

周りの支援を受けながら、やはリプロジェ

クトを大きくしていく、認識を広めてい
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くというのは、地域に対する影響力とい

うのは非常に大きいのではないかと思う

のです。

先ほど、上司の立場から非常に難しい

というお話しされましたけれども、まさ

にその通 りだと思うのですけれども、た

だ、ここで、非常に重要なのは、私は可

能性として、実際にこれで学んだ方々が、

その方々が核になって、またコーディネー

ト的な仕組みというのですか、縦のつな

がりというのですかね、これを活かした

形での、発展形というのはあるのではな

いかなと、それが人材の育成と言うので

すかね、私はやつぱリプレイヤーを作つ

て、それからリーダーを作つて、マネージ

メントをやれる人間まで作るのがやはり

こういうプログラムじゃないかなと思っ

ていますんで、そういう意味では非常に、

ある意味中間総括ですけれども良いのか

な、という感じはしますけれども。

【武田】

私の経験で言うと、核を作るというか、

新しい分野をやるのだつたらもうとにか

く、まず一人の核を作つて、そこから広

げていくと言うことで、そこから、カス

ケー ド方式と言うのですけれども、どん

どん広げていくという、そういうことが

やつぱり必要なのかなという風に思って

おります。

又話題がどんどん変わつていくのです

が、産学連携と言うことで、我々のとこ

ろは、FPD関連と言うことで、光と半導

体を中心地したところで展開しているの

ですが、青森県の中には先ほども医用マ

イスターにも触れておられましたけれど

も、そういう産学連携としてもっと広げ

ていくべき分野とかを考えておられまし

たら、岡部さん、ご意見持つていないで

しょうか。

【岡部】

今八戸地域から見た目で言いますと、こ

の FPDも 一つの事例 としては、産学連芋ヵ儀

をやった事例だと思うのですが、先ほども

熊谷さんの方か らありましたように、や

はりみんなが一体 となってやれる題材が

何かと言うことが、これか ら産学連携 と

しては非常に大事なところだと思います。

これは例えば、我々が今度取 り組むもの

の中で環境問題があつて、工場がたくさ

んあるので、その廃熱が利用できないか

とか、そういうテーマを含めて検討 して

おりますが、産業技術センター全体 とし

ては今、植物工場、これは産学連携で経

産省からとりまして、今やつております。

この中で一番私も感 じているのは、やつ

ば り産 というのが本当にや りたいという

ものを上げてこないと、こちらからポン

と投げても消化 しない、 というところも

あるということで、我々はあくまでイン

ターフェースなので大学も合めて、産が

本当にや りたいというものが見つかれば、

みんなの協力で、先ほど言われていまし

たが、以下に協力 して周 りを巻き込んで、

早 く成果 を上げるかというところが、産

学連携のポイン トだと思 うのです。

一番大事なのは、そこで問題になって

いるのはコーディネーターなのです。この

コーディネーターというのがものすごく、

非常に重要なポジションだと思つていま

す。つまり、人と人をつなぐというのはな

かなか短期間には難 しい。それをやつぱ

り噛み砕いてつなげてい く仕事 というと

ころで、そういうような要素をしっか り

やれば、青森県は「風」があるので、特に
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八戸地域は港もあ り、非常に整備された

ところなので、結構良いものが出来ると、

これも搬送も合めてですけれ ども、非常

に環境規制があつて、一つの 「風」は原

子力。原子力があるというのは非常に大

きな青森県の宝だと私は思っております

ので、そういう関連を合めて、まずテー

マをみんなで、産の方から「これをやり

たいのだ !」 というような何かがあれば、

非常にこれは盛 り上がってくるのではな

いかな、と思っております。

【武田】

先ほどの我々のところも結局はそのニー

ズというか、産業の方か らテーマを持つ

てきてぶつけてもらつた方が、産学連携

がうまくい くのではないかという事を申

し上げたのも合致するのかもしれません

けれども、今のエネルギーの話で言うと、

今回欠席されているエーアイエスの花田

社長の方からもそういうことに対 して一

言あると聞いていますので児山さんどう

でしょうか。

【児山】

弊社花田の方から、いろんな場で話は

させていただいていると間き及んでいま

すが、六ケ所村、原子力、あと風力発電

というものがありますので、エコエネル

ギー、C02排出ゼロのエネルギーを使つ

て、我々が部品を作る、製品を作る、そ

れで、その製品がエコエネルギーで作つ

たものですので、他で作るよりも付加価

値があるというところは、これからの時

代、省エネといつた部分で非常に期待で

きる付加価値になるのではないかと言う

ことで、今まではどちらかというと青森

でも出来るので安くしますので買つて下

さい、というスタンスが多かつたと思う

のですけれ ども、そういつた形でエコエ

ネルギーを使つて、青森でしか作れない、

だから高 くても、 という部分を何 とか達

成できないかなと言うところで、それは

まさに、一企業がそういう話をしても始

まりませんので、官学あとは金も含めた

形で一体 となってそういつたテーマを選

定させていただいて、進めさせていただ

けば、青森 というところに企業が集 まる

と言うことも不可能ではないのではない

かなという風に考えております。

【武田】

ありがとうございました。

だいぶ時間も来ておりますけれども、最

後にこういう人材育成とかを我々進めて、

教育の面か ら産学連携になつているので

はないかと言うことで、産学連携 まで考

え方を発展させているのですけれども、県

の方からこういう教育、人材育成 とかに

関 して、もつとこんな風にしたらいいと

か、そういうコメン トとか、今 日の全体

のディスカッションを含めて何かコメン

ト等ありましたら、永井さんの方からお

願いしたいと思います。

【永井】

これまで 5年間やつてこられた、この

FPDの次世代型技術者養成ユニッ トです

けれども、カリキュラム内容 としては、ま

さに課題 を自ら見つけて解決 してい く能

力 というところがまさに体現されており

ましたし、非常に原理が難 しいこの FPD

を実際に手がけてみるというところに於

いても、非常に意味のある教育カ リキユ

ラムだったのではないかなという風に考

えております。何 よりも大きかつたのは

企業 と大学の距離がこれで ぐつと縮 まっ

たのではないのかなという風に考えてお
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りまして、弘前大学の方でも医用マイス

ター養成塾が平成 20年度から始まつてお

りますけれども、ここについても、弘前

大学の理工学吉る、医学部、さらには関連

する企業の方々の距離が非常に近づいて

きているところでございます。

先ほど武田先生からもご提案ありまし

たけれども、企業側が何か悩んでいるこ

とがあれば、そのニーズの部分を率直に

大学にぶつけて、問題意識、目的意識を共

有する形、今回シンポジウム冒頭に谷審

議官の方からも、いろいろな産学連携の

形はあるけれども、やはり目的を共有す

ることが重要だというようなお話があり

ましたけれども、今後目的を共有できる

ようなきっかけになったのではないかな、

と考えているところでございます。その

意味では、八戸工業大学の中に様々な学

科があるかと思いますので、企業と大学

が気軽に相談して、同じ目的意識を持つ

て解決していくというような機会が、今

後とも出来てくれば、非常に地域経済活

性化に役立つのではないかなと考えてお

ります。

【武田】

ありがとうございました。

もう時間となって参 りましたので、終

わりたいと思うのですけれども、産学連

携をやるに当たつて、やはリニーズと言い

ますか、産業の方からそういう投げかけ

を積極的にやつてもらうという事が重要

だということ、それを大学の方も受けて、

一体化して解決していくと言うこと重要

だと言うことがわかったのですが、先ほど

岡部さんの方からもお話があつたように、

企業がやる気になるという、そこのとこ

ろが、今は確かに我々のところに来てい

3.2  パ スカッション

る企業さんたちは、そうなっているとこ

ろがあるのだけれども、まだまだ、ここ

に入つてきていない人たちをどんな風に

していくかというところもまだ、我々と

しても歯痒いところもあるし、課題かな

あと思つているところであります。そう

いう意味でも、先ほどの挨拶の中でもあ

りましたけれども、成功事例を作つてい

くと言うことがその輪が広がつていくと

いうことだと思つて、我々も一つでも多

く成功事例を作つていつて、そういう企

業さんの方でもその輪の中にも入つてき

ていただく、と言うことをやっていきた

いという風に思つております。こういう

ことで、産学連携、地域と言うことで、ま

だまだ青森県はまだまだポテンシャルが

高いという風に思つておりますので、何

らかの皆さまのヒントになったらいいか

なという風に思います。

本日はどうもありがとうございました。
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3日3 メーリングリス トおよびホームページの整備

3.3.1 メーリングリス トの構築

FPD関連の新技術、FPD関連学会の情報、業界関連ニユースを随時、必要に応 じ解

説を追加 した上で発信 し、世の中の動 きに対する意識の喚起 を図る事を目的に、被養

成者、修 了生、本ユニッ ト関係者、 自治体および地域企業関係者を含むメー リングリ

ス トFPD―HIttNETを 構築 した。以下にメー リングリス ト運用要綱 を付す。

「地域再生人材創 出拠点の形成」プログラム

八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニ ッ ト

FPD―HIttNETメ ー リングリス ト運用要綱

平成 20年 11月 14日 制定

1.目 的

FPD―HIT―NETメ ー リングリス ト (以下 MLと 略す)は、FPD関連次世代

型技術者養成ユニッ ト (以下 FPDユニツ トと略す)の被養成者、養成修 了

者、および教員、またFPDユニツトの活動に関係する方々の間での情報交

換・情報共有の目的に利用 し、FPDに関する情報・報告など、Hつ ユニッ

ト関係者に有益 と思われる情報の発信および議論に利用するものとする。

2.MLア ドレス

fpd― httt― netehi一 tech.ac.コ p

3.利用者の範囲

(1)被養成者、養成修了者、教員および事務関係者。

(2)地域 またはFPDに関係する者のうち希望する者。

4.MLへの登録

(1)3-(1)に該当するものは自動的に登録されるものとする。

(2)3-(2)に該当するものは参加を希望する者とし、6。 の担当者へ参加希望

を連絡するものとする。

5,ML利用上の約束

善良な利用者 として、一般常識 となっているネチケッ トを守ること。

躙
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6.登録・変更・登録抹消

MLへの登録・変更・登録抹消については、下のメールア ドレスまで連絡

する。

fpduntttehi一 tech.ac。 ]p

7。 その他

(1)FPDユニツトは、本規定に改定の必要を生じた場合は、登録者に通知

の上、規定を改定することができる。

(2)こ の要綱に定めのない事項については、FPDユニツトで検討すること

とする。

(3)不適当な利用があつたとFPDユニットが判断した場合には、MLへの

登録を抹消するなどの処置をとる場合がある。

また、メー リングリス トの参加者の内訳は、表 3.6の 通 りである。

表 3.6:HD―HIttNET参加者内訳

参加者区分 人数

大学関係者 11

被養成者・修了生 22

地域企業関係者 13

自治体 5

3.3.2 ホームページの整備

本ユニットの広幸浸活動の一環としてホームページ (http://www.fpd.rs.hi一 tech

aC。 うp/)の作成を行つた。ホームページを通 じて、講演会やシンポジウム、公開講座

や各種行事などの情報 を随時更新 し、情報発信ツールの一つとして活用 している。図

3.34はユニット・専用ホームページの トップ・ページであり、募集要項を始め、各種申

込用紙などのダウンロー ドも可能 とした。

″知
の
拠
点
〃
化

園
口
霞

―-103-一



と ‡
ケ,t,「 ul,「●‖」しい,“ .■ を ゴ

'「

蝉
'A輌

Of“ 卜1・
`“ 琵 皇 3.3 メーリングリス トおよびホームページの整備

囲
口
重

期 森零  掛′ヽ戸重 大与

涎需綿講鞘

1だ 二二Iり

トビックス   ,… 'I

BAttH   `t申・ |

葛学蟄挿療冤服 質とは
1

颯彊    ‥.「 ‐学
:

襲 9- ,‐ :

働慮の目的  を叫Ⅲ…1

カリキユヨム  ,  す
I

ン,,(ス   トー
…

Ⅲ
t

エ ット0ス‐ と … Ⅲ
I

震胡    .‐ ,ヤ
|

お爾い合わせ  1・ 声1で iI

ユ‐ウーニノ′ノ

E― LeamttFシステム

トピッタス IX,PE【 帝

2011-01-17 平成22年度 先端技術研修報告会を開催いたします。

2010-12-27 平成22年度 第2回講演会が開催されました

2010-11-05 平成22年度 第2回講演会のご案内(終 了いたしました)

平成22年度 八戸工業大学FPDシンポジウム “知の工房"

「産学官連携による地域人材育成」を開催いたします(終 了いたしました)
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図 3.34:ホ ームページ スク リーンシ ョッ ト
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